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⾃⼰紹介

©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved

略歴︓ 1975年⿃取県⽶⼦市⽣まれ。神⼾⼤学⼯学部卒。
幼少の頃にハレー彗星をきっかけに宇宙に興味を持つ。少年時代は天⽂学者を志
すが、情報⼯学の道へ進み⼤学在学時代に友⼈とITベンチャーを起業。その後⾳
楽業界、IT業界を経て2009年、宇宙ベンチャー「株式会社スペースシフト」を
起業、代表取締役に就任。「宇宙ｘAIで世界をひもとく」をテーマに事業を展
開。AIを活⽤した衛星データ解析ソフトウェア開発、⾮宇宙企業への宇宙ビジ
ネスコンサルティングなどを⼿掛ける。総務省「宇宙×ICTに関する懇談会」
「宇宙利⽤の将来像に関する懇話会」構成員など。
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⾃⼰紹介「宇宙へのシフト」

©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved 再配布禁⽌

宇
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出⾝地︓⿃取県⽶⼦市

©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved 再配布禁⽌



宇宙イベント事業(2012)
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宇宙コンテンツ事業(2014)
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■ウチュウガチャ（ウチュウカプセル）
JAXAより譲り受けたロケットの部品（フェアリング）をカットし、
ガチャガチャにて販売を⾏う。販売価格500円。
2014年6⽉12⽇〜15⽇のおもちゃショーで販売開始。現在、⽇本科学未来
館など主要科学館等、オンラインストアで販売中。

■JAXA書籍「⽇本の宇宙探検」の販売
JAXAより2012年に販売された書籍を弊社にて新規ルートを開拓し、全国の
ファミリーマートおよび、宇宙博会場にて販売。販売価格500円。
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宇宙デジタルサイネージ(2015)
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衛星キット「ARTSAT KIT」(2016)
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宇宙ビジネスコンサルティング（2017）

キヤノン電⼦「CE-SAT-I」の打上げ
2017年6⽉23⽇ インド・チェンナイ

・超⼩型衛星ビジネスの事業計画⽴案
・打ち上げロケットの調達
・衛星コンポーネントの共同開発
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宇宙ビジネスコンサルティング（2017）

キヤノンのデジカメで宇宙から撮影された画像



宇宙葬事業（2015）
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2024年には⽉⾯に︕

キューブサットは2018年に打上げ成功︕



2018年12⽉4⽇午前3:34打上げ成功
宇宙葬事業（2018）



衛星には故・松本零⼠先⽣の「⽖」と
愛猫みーちゃんの「⽑」も搭載

宇宙葬事業（2018）
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会社概要

©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved
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会社概要

©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved

社名 株式会社スペースシフト

代表取締役 ⾦本 成⽣

資本⾦ 2億7,400万円

設⽴ 2009年12⽉11⽇（15期⽬）

本社所在地 東京都千代⽥区⼤⼿町１６１⼤⼿町ビル6階

事業所 ⽶⼦市(⿃取)・⽶国・欧州(準備中)

URL https://www.spcsft.com/

事業内容
地球観測衛星データ解析・ソフトウェア開発
宇宙ビジネスに関する各種調査・コンサルティ
ング

従業員数 フルタイム16名、インターン約50名

2021年2⽉

https://www.spcsft.com/


15

宇宙×AIで世界をひもとく

AI/機械学習衛星データ クラウド/HPC

✕ ✕

ビジョン・ミッション

衛星データの解析結果に基づき「⼈間活動と地球環境の最適化・効率化」を図ることで
持続可能な社会の実現に貢献します

©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved
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衛星コンステレーション

⾼度︓約500km
90分で地球を⼀周
1⽇に地球を16周

たくさんの衛星で地球をカバー
いつでも観測可能に

レーダーを使うSAR衛星
は天候や時間に左右され
ず観測可能

©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved

コンステレーション＝星座
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地球観測衛星の⽅式の違い
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光学衛星
通常の写真と同様に太陽を光源として撮像

l フルカラー画像のため直感的に対象物の判別が可能
l SAR衛星よりも衛星の数が多い
l ⾼解像度（1ピクセルあたり0.3m~）
l 雲に隠れた対象物は画像上で不可視
l 夜間に撮影できるのは都市部の明かりのみ
＝実際に観測できるのは全球の25％程度

⻑
所

短
所

SAR(合成開⼝レーダー)衛星
衛星⾃ら電波を照射し、その反射情報から地表⾯を観測

l 曇天時・夜間、24時間365⽇撮影が可能
l 対象物の構造や材質等の特定可能
l ⾼解像度（1ピクセルあたり1.0m~）
l 対象物の反射波を⽤いて画像を作成するため、モノクロ画像
であり、直感的に画像判読が困難

l 衛星の数が少ない
＞今後複数のレーダー衛星コンステレーションの計画あり

⻑
所

短
所

©Google ©AIRBUS



18

解析が難しいSAR衛星のデータをAIで⾃動解析

©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved

光学衛星 SAR衛星

©Google ©AIRBUS



世界のすべてのSAR衛星を活⽤

19

2020年代後半には超⼩型SAR衛星網が150〜200機体制に

世界中の主要都市をほぼリアルタイムに観測可能に

Cosmo Skymed Sentinel 1A-1D TerraSAR-X, TandemX, PAZ Radarsat Constellation ALOS2,ALOS4

4 2 4 3 1

X C X C L

各社が打ち上げを予定している機数n

⼤型衛星（政府関連組織が運⽤）

超⼩型衛星（ベンチャー企業が運⽤）
©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved

36 48 24 30 3612 8

すべての衛星をまとめて解析できる
バーチャルコンステレーション技術を開発
天候や時間に左右されず⾼頻度観測可能に︕



宇宙ビジネスの市場規模
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宇宙産業の市場規模は、2040年に約1兆ドルへ︕

インターネットを
超える新たな市場
が出現︕
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農業ｘ衛星データ

圃場近くにポールを⽴て
⾼所から全体を撮影

分光計でスペクト
ルを計測(葉⾊によ
る⽣⻑把握)

ネギの⻑さや幅を
実測して記録

圃場全体の画像
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農業ｘ衛星データ

キャベツが安くなるとホイコーローの素が売れる︕
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農業ｘ衛星データ

総⽣産量 収穫状況 流通価格 関連商品マーケティング

第⼀次産業の総⽣産量予測・⽣産量最適化・流通コントロール・消費コントロール

フィードバック

広
告

代
理
店

２ヶ⽉後の流通価
格を予測したい！

⾷
品

メ
ー
カ
ー

効率よくCM出稿をして
売り上げを伸ばしたい！

流
通
企
業

リアルタイムに⽣産
状況を把握したい

どのくらいの⽣産量が
あるのだろうか？

気象モデルと実際の収穫状況
の予実を⽐較したい

今年の作付け⾯積
はどれくらいだろう

⽣産過剰になりそうな
地域はないか

値下がりする時期に
関連商品の広告を
企画し営業したい！

⽣
産

農
家

いつ頃出荷すると
利益が最⼤かでき
るか？

他の地域
の状況は？

ハイパー SAR 光学 SAR 市場データ 市場データ光学

衛星データ解析を活⽤した 農作物流通の効率化は、ステークホルダーごとに多様な利⽤価値 があります。 農産物のサプライチェーン⾒える化に
よって、他の地域や農家の⽣産状況を把握すること収穫時期や種まき時期の調整や、需要の⾼い作物への転作などの⽣産調整、農産物流通
の最適化、近年関⼼の⾼まっているフードロスの低減につなげるなど多種多様です。
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森林資源管理 樹冠検出による材積量の算定事例

衛星画像をAIで解析することにより、材積量を調査したい森林の樹冠の検出を⾃動的に⾏い、
樹⽊の本数、樹齢などの情報を得ることで、従来⼿法よりも安価にかつ迅速に資源量を調査することができます

企業や⾃治体が保持している森林などの材積量調査では、従来⼿法では実際に⼈が現地計測に赴いて、専⽤機器やドローンでの計測データ
を元に実施されるが、事前に除伐を⾏ったり、広範囲の計測が必要になるため、⾮常にコストのかかる作業となってる。今回の事例では、⾼分解
能な光学衛星の画像(planet社 worldview)を使い、樹冠の数、⼤きさ、位置をAIで⾼精度に検出することに成功。安価で⾼精度な資源量
調査サービスへの展開や、その他の様々な衛星データと組み合わせることで様々な森林管理サービスが期待される。

物体検知アルゴリズムを利用して、
樹冠の楕円を囲む矩形を予測 実際の樹冠の検出結果を森林画像に重ねた例
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政府のコンテストで優勝︕
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システム開発部⾨
テーマ2災害優勝

賞⾦1,000万円

アイデア部⾨ 2位
賞⾦50万円


